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１ 意見募集の概要 

(1) 募集期間 

平成20年11月26日から同年12月25日 

 

(2) 周知方法 

市政だより，市ホームページ，市民説明会（開催状況は「２ 市民説明会の概

要」のとおり）による。 
また，各区役所案内窓口，各総合支所総務課，市政情報センター･区情報セン

ター，市立病院の総合案内等にてチラシを配布。 
 

(3) 意見の提出方法 

郵送，ファックス，電子メールなど 

 

 

 

２ 市民説明会の概要 

(1) 日時・場所 

平成20年12月17日(水) 14：00～15：40・太白区文化センター 

平成20年12月19日(金) 14：00～15：40・仙台市情報･産業プラザ 

 

(2) 内容 

・講演「地域医療の現状と自治体病院の役割」 

（仙台市医療顧問・東北大学名誉教授 久道 茂） 

・基本計画(案)の説明及び質疑応答 

 

(3) 参加人数 

約380人（太白区文化ｾﾝﾀｰ:250人,仙台市情報･産業ﾌﾟﾗｻﾞ:130人） 
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３ 募集結果の概要及び仙台市の考え方 

意見提出数 53通（107件） 

 

主な意見（要旨） 仙台市の考え方 

(1)規模に関するもの：8 件（診療科，病床数） 

・ 診療科を増やしてほしい。 

 

・ 患者のニーズや将来的な医療制度の変更等を

見ながら必要に応じ，検討してまいります。 

・ 一般病床は現状どおりか増設してほしい。 ・ 今後在院日数の更なる短縮等が見込まれ，減

床しても現在よりも多くの患者を受け入れること

ができると考えております。 

(2)病院の運営に関するもの：22 件（診療機能,連携,サービス,利便施設,待ち時間等） 

・ 手術枠を増して欲しい。 ・ 手術件数増加を目指し,取り組んでまいります。

・ 高度医療や入院中心の医療とし，入院を

断らないようにしてほしい。 

・ 患者の受入れにつきましては，地域の医療機

関等との役割･機能の分担を踏まえ，適切に対

応してまいります。 

・ 地域全体の医療水準向上に取り組み，開

業医への図書館開放等をしてほしい。 

・ ご意見を踏まえて取り組んでまいります。 

 

・ 病棟で靴下や下着等を洗ってくれるクリー

ニングサービスを実施してほしい。 

・ どのようなサービスが可能か，検討してまいりま

す。 

・ 待ち時間を短くしてほしい。 

 

・ 予約制度の充実により，患者の利便性向上と

待ち時間短縮に取り組んでまいります。 

(3)政策的医療に関するもの：26 件（救急,小児救急,精神科医療,周産期,感染症,災害） 

・ 常時救急受け入れが可能であるようにして

ほしい。 

・ より多くの救急患者を受け入れられるよう取り組

んでまいります。 

・ 自殺未遂による救急患者への精神科医師

による診療を実施してほしい。 

・ 自殺企図者等への対応については充実してま

いりたいと考えております。 

・ NICU,産婦人科･小児科を充実し,妊婦の

救急搬送受入れ体制整備を願う。 

・ 新病院では，NICU 設置も含め，周産期医療の

充実を図ってまいります。 

・ 万全な免震構造を備えた安全な病院にな

ることを強く望む。 

・ 宮城県沖地震等の大規模地震に充分対応で

きる施設となるよう取り組んでまいります。 
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主な意見（要旨） 仙台市の考え方 

(4)施設整備に関するもの：18 件(バリアフリー，省エネルギー，駐車場等) 

・ 敷地内に，ゆとりある歩道の整備をお願い

する。 

・ ユニバーサルデザインとし，どなたでも利用し

やすい施設となるよう取り組んでまいります。 

・ 携帯電話をかけるスペース又はボックス等

を設けてほしい。 

・ ご意見を踏まえて取り組んでまいります。 

 

・ 自然豊かで，広い駐車場を完備した病院，

患者が癒される環境にしてほしい。 

・ 隣接する杜の広場と一体的に緑地を整備し,患

者が癒される環境になるよう考慮していきます。

外来患者数の見込み等から，現病院の210台

を500台程度に増やすこととしております。 

(5)収支に関するもの：6 件（整備費用，採算性の確保等） 

・ 建設工事費は他と比べて割高であり，積極

的に圧縮してほしい。 

・ 整備費用は病院の規模･機能により異なってく

るものですが，可能な限り縮減に努めます。 

・ 周産期医療，精神科救急医療はスタッフ確

保，採算性が難しいので，経営の健全化を

考慮してポイントをしぼってはどうか。 

・ 周産期医療や精神科救急医療のような，採算

を取ることが難しいものの地域にとって必要不

可欠な医療の提供こそ，市立病院の役割であ

ることから，経営の健全性に配慮しながらも，積

極的に取り組む必要があると考えております。 

(6)交通アクセスに関するもの：9件（地下鉄駅からのアクセス，バス路線等） 

・ 地下鉄駅から新病院まで直結する通路を

確保してほしい。 

・ どなたでも来院が容易になるよう,公共交通機

関からのアクセスを検討してまいります。 

(7)現病院敷地に関するもの：3 件（現病院敷地の利用等） 

・ 民間に売却しないで有効活用すべき。 ・ 医療を取巻く厳しい状況や市の財政及び当院

の経営状況から，現病院敷地を売却し，その収

入を整備費用に充てることにより将来の負担軽

減を図ることが必要であると考えております。 

(8)計画全体に関するもの：5件（スケジュール等） 

・ 早期着工をお願いする。計画を迅速に進

捗してほしい。 

・ スケジュールを踏まえて，開院が遅れることがな

いように取り組んでまいります。 

(9)その他：10 件（ドクターカー，移転反対等） 
 


